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那
覇
港
で
は
、
那
覇
ふ
頭
三
重
城
側

と
、
那
覇
空
港
側
を
海
底
ト
ン
ネ
ル
で

結
ぶ
県
内
初
の
那
覇
沈
埋
ト
ン
ネ
ル
整

備
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
長
さ
約
九

十
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
三
十
七
メ
ー
ト
ル

の
大
き
な
函
を
海
底
で
八
函
連
結
し
て

で
き
る
ト
ン
ネ
ル
は
、
現
在
、

三
重
城
側
か
ら
三
号
函
ま

で
沈
設
・
接
合
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

那
覇
港
湾
空

港
工
事
事
務
所

で
は
、
こ
の
沈

埋
ト
ン
ネ
ル
の

事
業
に
対
す
る

必
要
性
や
重
要

性
な
ど
を
広
く

県
民
へ
ア
ピ
ー

ル
し
、
ま
た
、

子
供
達
の
学
習

の
場
と
し
て
も

活
用
し
て
も
ら

う
こ
と
な
ど
を

目
的
と
し
た
﹁
現

場
見
学
会
﹂
及
び

﹁
海
の
道
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
﹂
を
二
月
一
日
に
開
催

し
ま
し
た
。

　

沈
埋
ト
ン
ネ
ル
と
い
う
県
内
初
の
大

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
県
民
の
当
施
設
に

対
す
る
期
待
の
強
さ
も
あ
り
、
一
般
公

募
二
百
人
、
現
場
見
学
会
百
五
十
人
の

募
集
が
一
日
︵
六
時
間
︶
で
埋
ま
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
当
日
は
、
ト
ン
ネ
ル
現
場

近
く
に
あ
る
天
妃
小
学
校
の
児
童
・
保

護
者
七
十
組
、
身
障
者
の
方
達
も
招
待

し
大
勢
の
参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な

方
の
た
め
に
、
現
場
で
は
ス
ロ
ー
プ
や

手
摺
り
な
ど
を

取
り
付
け
、
安
全

か
つ
安
心
し
て

見
学
頂
け
る
よ

う
に
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
心
が

け
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト

は
、﹁
県

産

品

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
﹂

の
ジ
ョ
ニ
ー
宜

野
湾
さ
ん
が
出

演
、﹁
う
り
ひ
ゃ
あ

で
ぇ
じ
な
と
ん
﹂

な
ど
オ
リ
ジ
ナ

ル
曲
約
十
曲
と

楽
し
い
お
し
ゃ

べ
り
で
ト
ン
ネ

ル
内
の
会
場
に

歌
と
笑
い
が
響

い
て
い
ま
し
た
。

こ
の
他
、
ト
ン
ネ

ル
内
で
は
ビ
デ
オ
上
映
、
パ
ネ
ル
展
示

な
ど
も
あ
り
、
沈
埋
ト
ン
ネ
ル
の
構
造

や
工
程
、
世
界
最
新
の
技
術
な
ど
を
紹

介
、
参
加
者
は
興
味
深
げ
に
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ト
ン
ネ
ル
の
外
に
あ
る
情
報

管
理
塔
で
も
、
ビ
デ
オ
上
映
を
実
施

し
、
パ
ネ
ル
や
模
型
な
ど
を
設
置
、
来

場
者
に
は
自
由
に
見
学
し
て
頂
き
ま
し

た
。

　

陸
上
に
設
置
し
た
テ
ン
ト
で
は
、
ク

ラ
ウ
ン
・
コ
ト
ラ
さ
ん
に
よ
る
﹁
バ

ル
ー
ン
教
室
﹂
も
行
わ
れ
、
、
大
人
も
子

供
も
皆
、
細
長
い
風
船
で
動
物
の
形
を

必
死
に
作
り 
、
う
れ
し
そ
う
に
持
っ
て

帰
り
ま
し
た
。

　

県
内
初
の
沈
埋
ト
ン
ネ
ル
工
事
は
、

海
の
中
で
の
工
事
と
あ
っ
て
県
民
の
目

に
触
れ
る
機
会
が
少
な
く
、
こ
の
イ

ベ
ン
ト
を
通
し
て
多
く
の
人
た
ち
に
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま

す
。
こ
の
沈
埋
ト
ン
ネ
ル
は
片
側
三
車

線
・
往
復
六
車
線
の
自
動
車
専
用
道
路

で
平
成
二
十
一
年
春
の
完
成
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

会場となった建設中の沈埋トンネル内部

受付の様子 ジョニー宜野湾コンサート コンサートの他パネル展示も行われた




